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　本論文は 9章からなる。第 1章では研究対象と研究目的が述べられ，第 2章では先行研究の知見が概観さ



























give NP {a lot of affection / some help / the green light}などの表現は対応する to与格文をもつ一方で，give 
NP {a cold / a kiss / a kick}などの表現は対応形式をもたない。このような事実を踏まえ，giveを含むイディ
オム表現が to与格文と適合するためには，イディオム内の直接目的語が「移動物」として解釈できなけれ
ばならないと主張する。これは，to与格文を使役移動構文の比喩的拡張と見なす Goldberg（1995）などの
立場をとれば極めて自然な帰結だと言える。
　第 9章は結論で，本論文の主張をまとめるとともに，残された問題にも触れている。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本論文は，英語の二重目的語構文の研究を通して，動詞と構文の意味的適合性に関する一般的仮説を提案
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するとともに，その仮説にもとづいて，英語の二重目的語構文に生起可能な動詞がもつ意味的特徴を詳細に
考察したものである。英語の二重目的語構文についてはこれまで様々な理論的立場から数多くの研究が行わ
れてきているが，そのなかで本論文の最大の特徴は，二重目的語構文における動詞の生起可能性に関して独
自の観点から極めて精緻な分析を提示している点にある。従来の典型的な研究では，二重目的語構文に生起
できる動詞とできない動詞という二分法的な見方をとってきたのに対し，本論文では，問題なく生起できる，
生起しやすい，生起しにくい，全く生起できないというように，動詞の生起可能性を段階的に捉えられるよ
うに分析する。そしてその分析を可能にしているのが，語彙・構文的アプローチにもとづく意味的適合性の
仮説である。つまり，動詞の語彙特性が二重目的語構文の解釈スキーマを想起しやすいほど，その動詞の構
文に対する適合性が高まるという考え方である。
　この考え方のもと，本論文では，動詞と二重目的語構文の適合性を決める語彙特性として，次の四つがあ
ることを明らかにしている。第一に，動詞が着点の存在を強く含意すること。第二に，動詞の指定する様態
を授受の手段と見なせること。第三に，動詞の表す行為と行為者が強く結びついていること。第四に，動詞
あるいは動詞句全体で「行為の結果新しいものが生じる」という出来事を表せること。本論文で詳しく論じ
られているように，これらの語彙特性はいずれも，二重目的語構文と結びつく授受行為のスキーマを想起さ
せやすくするものであり，その意味で動詞の構文への適合性を高める要因となるものである。このように本
論文は，意味的適合性の仮説という一般原則にもとづき，英語の二重目的語構文における動詞の生起可能性
に関して緻密で独創的な分析を提示しており，動詞と構文の意味関係を扱う研究に，理論および記述の両面
において大きな貢献をなすものであると言える。
　ただし，本論文にさらに求められることとして，次の三点があげられる。第一に，二重目的語構文に生起
できる動詞で，本論文では扱われていないものが若干残っている（deny，promise，envyなど）ので，それ
らの動詞に関する考察を加えることにより，本論文の分析がさらに包括的になることが期待される。第二に，
動詞が構文の解釈スキーマを想起させる語彙特性をもたない場合でも，文脈の助けなどの語用論的な要因に
より二重目的語構文の容認性が上がるということが第 7章で指摘されているが，その一方で，moveや say
など一定の動詞の場合はいかなる文脈でも容認されないという事実がある。したがって，語用論が関与する
という見解にはさらに突っ込んだ議論が望まれる。第三に，本論文は英語の二重目的語構文を詳細に検討す
ることによって意味的適合性の仮説の妥当性を示しているが，この仮説が動詞と構文の意味関係に関する真
の意味での一般的説明原理であることを実証するには，二重目的語構文以外の構文もこの観点から分析して
いくことが今後の課題となる。
　よって，著者は博士（言語学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
